
神戸芸術工科大学・芸術工学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４５２３

基盤研究(A)（一般）

2019～2015

デザイン教育史の国際的比較研究―ディセーニョからメディアテクノロジーの現在まで―

Comparative Study of the History of Art and Design Education

００１７３４３５研究者番号：

藤田　治彦（FUJITA, HARUHIKO）

研究期間：

１５Ｈ０１７６０

年 月 日現在  ２   ６   ９

円    30,500,000

研究成果の概要（和文）：絵画、彫刻、建築、各種工芸やさまざまな造形芸術を含む広義のデザイン教育の歴史
を、おもに西洋を専門とする研究代表者と14名の研究分担者によって調査、研究した。歴史的に重要な西欧が本
研究の中心となったが、研究代表者はその他の地域も調査し、最終研究報告書にはロシア、中南米、アジアの重
要な教育機関の歴史も含めることができた。本研究以前に行われていた、Nikolaus Pevsner による研究、
Academies of Art は重要だが、ロシアや建築教育史は含めることができていなかった。本研究では、概説でロ
シアの歴史を含め、建築教育の歴史も、スペイン・ポルトガルの独自性を含め、記述することができた。

研究成果の概要（英文）：The history of design education in a broad sense, including painting, 
sculpture, architecture, various crafts, and various arts, was investigated and studied by a 
principal investigator who mainly specializes in the West and fourteen research co-workers. Although
 historically important Western Europe has been the center of this study, the principal investigator
 has also investigated other regions and the final research report could include the history of 
important educational institutions in Russia, Latin America and Asia. It was a work by Nikolaus 
Pevsner, the Academies of Art: Past and Present, which preceded this study, was important, but could
 not include Russia or history of architectural education. This study was able to describe the 
history of architectural education, including a history of art education in Russia in the outline, 
including the uniqueness of architectural education in Portugal and Spain in the sixteenth, 
seventeenth and eighteenth centuries. 

研究分野： 美学・美術史・芸術学

キーワード： デザイン　絵画　彫刻　建築　工芸　世界の教育機関　アカデミー　教育史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究に先立つ関連著書は、ニコラウス・ペヴスナーが1940年に出版した『美術アカデミーの歴史：過去と現
在』で非常に重要であったが、ペヴスナー自身、ロシアと建築教育の歴史は含めることができなかったと明記
し、反省していた。本研究では、概説ではあるがロシアの歴史も、さらに建築教育の歴史も含めることができ
た。
本研究のメンバーは、研究代表者と研究分担者を含めて、おもに西洋関係の研究者なので、アメリカ合衆国を含
む西洋、とくに西欧の内容が充実している。しかし、研究代表者は、さらに中南米やアジアの、建築も含む重要
な芸術デザイン教育機関をも調査し、最終研究報告書には、それらも概要ではあるが、含めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究の背景に含まれていた関連研究、関連書籍は、美術史家・建築史家のニコラウス・ペヴ

スナー (Nikolaus Pevsner, 1902-1983) が 1940 年に英国で出版した『美術アカデミーの歴史：
過去と現在 Academies of Art: Past and Present』で、非常に重要な研究書であった。それは
世界で最初の本格的な美術教育の歴史の研究と執筆であった。ペヴスナーはヨーロッパ諸国の
主要都市にある重要な美術アカデミーや美術学校に、当時、彼自身が研究活動を展開していたド
イツから歴史的資料の送付を依頼し、ドイツ各地の美術教育機関や関連資料も踏まえて研究を
まとめ、ユダヤ系の本人がイギリスに移動後、自身の重要研究書籍のひとつとして、ケンブリッ
ジ大学出版局から出版したのが『美術アカデミーの歴史：過去と現在』であった。 
ペヴスナーの研究の中心となったのは 16～17 世紀のフィレンツェとローマの教育機関を代表

とするイタリア各地の素描アカデミー、17 世紀創設のフランスの王立絵画彫刻アカデミー、そ
してフランスやドイツ語圏などを中心とする 18～19 世紀の欧州各国の美術アカデミーの歴史で
ある。そして、最終的には、ドイツ各地の工芸学校、イギリスの官立デザイン学校やアーツ・ア
ンド・クラフツ中央学校などを経て、1919 年にヴァイマールに創設され、1925 年にデッサウに
移転して新たな展開をした造形芸術教育機関、バウハウス等である。『美術アカデミーの歴史：
過去と現在』は、16世紀に創設されたフィレンツェとローマの素描アカデミーから 20 世紀に創
設されたバウハウスにまで至る、大規模で大胆な内容のヨーロッパの造形芸術教育機関の歴史
的研究であった。 
但し、『美術アカデミーの歴史：過去と現在』でペヴスナー自身は、ロシアの美術教育と世界

各地の建築教育の歴史は含めることができなかったと明記し、反省していた。その反省をも踏ま
え、16世紀のイタリアから 21 世紀の現在の世界に至る「広義のデザイン教育の歴史」を科研・
基盤研究（A）で 5年間費やして調査研究しようと考えた。「広義のデザイン教育の歴史」という
のは、別な表現では「美術教育とデザイン教育の歴史」あるいは「美術・建築・デザイン教育の
歴史」とすることもできる。ペヴスナー自身も上記の著書名で、16 世紀創設のイタリアの素描
アカデミーから 20 世紀初めのバウハウスまでの歴史をまとめているように、「美術アカデミー
の歴史」としても「デザイン・アカデミーの歴史」としても、広義の「美術（アート）」や広義
の「デザイン」の説明を加えれば、研究テーマとしては適切だと考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
現在、デザイン教育は新興国を中心に重要性を急速に高め、中国を筆頭に驚異的な数のデザイ

ン部門が各地の大学に開設されている。数の上では及ばないが、先進国でも、社会の変化、デザ
イン概念の拡大、デジタルメディア技術の進歩等に伴い、種々の改革が試みられている。このよ
うにデザイン教育は世界的発展を続けているが、過去の歴史の再確認と将来の大きな展望に欠
けている。 
そのような展望に資するため、本研究は、バウハウスとその前後だけを扱う「狭義のデザイン」

教育の歴史ではなく、16 世紀イタリアのディセーニョ（素描）教育から、フランスのデッサン
中心の美術教育、その後、それに対するバウハウス等を経て、メディアテクノロジー主導の現代
（21 世紀初頭）の教育まで、建築や都市計画をも視野に入れた「広義のデザイン」教育の歴史
を、各言語文化の専門家の協力により総合的に比較研究しようと考えた。 
 ペヴスナーはロシアの美術教育と各国の建築教育の歴史は含めることができなかったと『美
術アカデミーの歴史：過去と現在』に明記していたが、同書はある意味でヨーロッパの美術教育
とデザイン教育に限定した歴史だったとも言える。日本を含むアジアの関連教育史の調査など
はまったく行われていなかっただけでなく、南北アメリカやオセアニアの教育史もほとんど含
まれていなかった。確かにアメリカ合衆国での美術教育の始まりは、スペイン植民地時代のメキ
シコにおける美術アカデミーの創設よりも遅いが、アメリカ合衆国各地の 19 世紀末から 20 世
紀初頭にかけての美術教育・デザイン教育の展開は重要である。大英帝国の一部とも言えるカナ
ダやオーストラリアでの教育展開も興味深い。 
 本研究では、ペヴスナー自身が記したように、『美術アカデミーの歴史：過去と現在』には含
まれていなかったロシアと建築教育も含めるだけでなく、同書にほとんど扱われていなかった
南北アメリカ、オセアニア、そして、できればアジア各国の歴史も含めて比較研究したいと考え
た。実際には、日本各地の重要な美術史・建築史・デザイン史研究者に協力を求めても、調査研
究に含めることのできない国や教育機関は多い。したがって、研究代表者と研究分担者はそれぞ
れが専門とする国や地域の調査研究を行い、全研究者の専門領域に含まれない国の重要教育機
関は、研究代表者ができる限り訪問調査すべきであろうと考えた。 
 本研究の目的は、ペヴスナーの『美術アカデミーの歴史：過去と現在』や、その後、20世紀に
出版された関連研究を踏まえ、調査研究対象を 21 世紀初頭まで広げるとともに、できるだけ多
くの国や地域を調査し、主要国、主要教育機関を中心としながらも、周辺諸国の造形芸術教育の
歴史を加えて研究を行うことである。 
 
 



３．研究の方法 
 
本研究の方法の特徴は、ペヴスナーの『美術アカデミーの歴史：過去と現在』を踏まえ、西洋

の主要教育機関を重視するとともに、ペヴスナーがほとんど研究、執筆しなかった諸国（ロシア、
南北アメリカ、オセアニア、アジアの各国等）の調査研究も含めることである。もうひとつの本
研究の方法の特徴は、関連施設の歴史的文献を入手しての調査研究だけではなく、実際に、世界
各地の重要な教育機関を訪問して調査することである。ペヴスナーが研究していた時代（1930 年
代）には世界各国を訪問することは容易ではなかったが、現在では、さまざまな国の重要な教育
機関を訪問して調査することは可能である。 
本研究メンバー(研究代表者、研究分担者)は原則的に各自が対象とする地域で調査を行う。研

究代表者のおもな分担地域は英語文化圏だが、本研究にとって重要なイタリア、フランス、ドイ
ツ、スペイン等は、それらの国々の研究分担者と協力して調査研究を進める。研究全体の中心と
なる、イタリアに発し、フランスを経てイギリスに至る、ヨーロッパのデザイン教育の主要な流
れの再確認と新たな調査にも力を入れる。 
研究分担者がおもな中心とする研究地域は、イタリア、フランス語圏（フランス・スイス）、

ドイツ語圏（ドイツ・オーストリア・スイス）、英語圏（英国・アメリカ合衆国・オーストラリ
ア）で、ポーランド・ハンガリーなどの東欧圏の一部も研究対象になった。但し、やはり重要な、
現在のベルギーやオランダを担当できる研究分担者は現れず、研究代表者が両国の重要教育機
関を訪問して調査した。また、アジア諸国を調査できる研究分担者を本研究に含めることは困難
なので、アジアの主要国の重要な教育機関も数校、研究代表者が訪問して調査することにした。 
もうひとつ研究方法について記すならば、この科研によって開催した ACDHT アジア・デザイン

史論国際会議（Asian Conference of Design History and Theory）である。これは研究発表の
会議であるが、同国際会議で国内外の研究者と意見交換が可能であり、重要な研究方法のひとつ
と記すことができる。第１回アジア・デザイン史論国際会議を 2015 年 10 月に大阪大学で開催
し、それ以前に第１回の海外調査を実施できた本科研の研究メンバーは、その調査研究報告を行
う。同国際会議は「バウハウス前後のデザイン教育 Design Education before/after the Bauhaus」
をテーマとして開催され、本科研メンバー以外の国内外のデザイン史論研究者にも呼びかけ、同
分野の国際的な研究交流の場とすることができた。第１回アジア・デザイン史論国際会議は英語
で行われ、英文の国際会議論集を刊行し、その論集に掲載されたさまざまな論文を次年度以降の
調査等に積極的に生かすことができた。第２回は 2017 年 9 月に東京の津田塾大学で開催、第３
回は 2019 年 8月末、9月初めに九州産業大学で開催した。 
 
 
４．研究成果 
 
絵画、彫刻、建築、各種工芸やさまざまな造形芸術を含む広義のデザイン教育の歴史を、おも

に西洋を専門とする研究代表者と 14名の研究分担者によって調査研究した。研究成果は 2年に
一度開催した ACDHT アジア・デザイン史論国際会議の報告書に掲載されている。2015 年に大阪
大学で開催された第１回は『Design Education before/after the Bauhaus（バウハウス前後の
デザイン教育）』として出版された。2017 年に津田塾大学で開催された第２回は『Design 
Education beyond Boundaries（境界を越えたデザイン教育）』として出版された。2019 年に九
州産業大学で開催された第３回は、本科研の最終研究報告書に出版予算を使用すべきなので、
ACDHT のウェブ報告書『Nature and Design（自然とデザイン）』として掲載された（各回すべて
ウェブ報告書としても掲載され、本科研以外の国内外の研究者の論文も掲載されている）。 
歴史的に重要な西欧が本研究の中心となったが、研究代表者はその他の地域も調査し、最終研

究報告書『デザイン教育史の国際的比較研究：ディセーニョからメディアテクノロジーの現在ま
で』にはロシア、中南米、アジアの重要な教育機関の歴史もいくつか含めることができた。本研
究以前に行われていたペヴスナーによる『美術アカデミーの歴史：過去と現在』は非常に重要だ
が、ロシアや建築教育史は含めることができていなかった。本研究では、概説でロシアの歴史を
含め、建築教育の歴史も、スペイン・ポルトガルの独自性を含め、記述することができた。 
『デザイン教育史の国際的比較研究：ディセーニョからメディアテクノロジーの現在まで』は、

研究代表者の序論「ディセーニョ/デッサン・アカデミーから造形芸術教育まで」に始まり、お
もに執筆内容の時代順に以下のように掲載している。池上英洋「イタリアの美術・デザイン教育：
ディセーニョの理論とアカデミア」、加嶋章博「18世紀王立バルセロナ軍事数学アカデミーを通
してみたスペインの都市計画教育」、橋本啓子「フランスの建築デザイン教育」、朝倉三枝「ポー
ル・ポワレのエコール・マルティーヌ」、高木陽子「フランスにおけるデザイン教育の伝統と革
新：国立高等装飾美術学校の事例研究」、藤田治彦「イングランドの美術・技術・デザイン教育
の歴史と英語文化圏」、近藤存志「スコットランド・デザイン教育史：ポスト議会統合時代の社
会・産業発展とデザイン教育を中心に」、菅靖子「オーストラリアのデザイン教育の歩み」、加須
屋明子「ポーランドの美術・デザイン教育史」、井口壽乃「アメリカ合衆国のデザイン教育史：
1930年代から40年代のニューヨークとシカゴを中心に」、高安啓介「ドイツ造形教育史の視点」、
天貝義教「ウィーン応用美術大学の改革」。研究代表者は「結び」に簡潔に、フィリピン、イン
ド、日本、トルコ、ベトナム、中国等、アジアの造形芸術教育の歴史的特徴についても記載した。 
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